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●
議
案
第
10
号

問　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
15
名
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
が
推
薦
す
る
の
か
。
ま
た
、

農
業
委
員
会
委
員
は
農
業
従
事

者
が
15
名
、
女
性
が
１
名
、
あ

と
１
名
は
一
般
か
ら
の
公
募
と

な
る
の
か
。

答　

法
律
の
改
正
に
よ
り
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
市

内
15
地
区
の
地
域
の
農
業
者
か

ら
推
薦
し
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、

農
業
委
員
会
委
員
の
う
ち
１
名

は
女
性
、
も
う
１
名
を
農
業
委

員
会
の
業
務
に
関
係
の
な
い
中

立
者
と
し
て
、
一
般
公
募
に
よ

り
募
集
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
陳
情
第
６
号

　

審
査
結
果　

不
採
択

　

主
な
意
見

　
「
殺
処
分
と
い
う
の
は
、
社

会
通
念
上
、
狂
暴
な
性
質
の
場

合
や
伝
染
病
な
ど
は
や
む
を
得

な
い
と
い
う
の
が
、
果
た
し
て

本
当
に
生
あ
る
も
の
を
人
間
の

手
に
よ
っ
て
殺
し
て
し
ま
う
の

は
ど
う
か
」
と
の
意
見
や
「
や

は
り
生
あ
る
も
の
を
殺
す
と
い

う
の
は
、
か
わ
い
そ
う
に
思
う
。

最
近
で
は
ア
ラ
イ
グ
マ
や
イ
ノ

シ
シ
な
ど
に
よ
り
、
農
作
物
の

被
害
が
あ
り
、
生
き
も
の
を
殺

す
こ
と
は
よ
い
こ
と
で
は
な
い

が
、
人
間
の
生
活
を
脅
か
す
よ

う
な
状
況
を
放
置
し
て
お
い
て

も
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委員会付託内容・審査報告 ※議案名などは、採決結果一覧
（８ページ）を参照ください。
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主
な
質
疑

●
議
案
第
２
号

問　

こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
事
業
が
、
新
し

い
総
合
事
業
と
い
う
制
度
に
移
行
す
る
中
で
、

ど
の
よ
う
な
日
程
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
移

行
し
て
い
く
の
か
。

答　

訪
問
型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
は
と
も
に
、

平
成
28
年
２
月
１
日
か
ら
の
移
行
を
予
定
し

て
い
る
。
今
回
の
補
正
予
算
の
中
に
も
そ
の

準
備
に
係
る
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

●
議
案
第
５
号

問　

こ
の
委
託
業
務
は
入
札
で
業
者
を
選
定

　

去
る
12
月
15
日
に
産
業
建
設

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
議
案
５
件
、
陳
情
１
件

に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
３
号
、
議
案
第
４
号
、

議
案
第
６
号
、
議
案
第
７
号
及

び
議
案
第
10
号
は
全
て
原
案
可

決
、
陳
情
第
６
号
は
不
採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
３
号

問　

人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費

の
補
正
予
算
と
い
う
こ
と
だ
が
、

職
員
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
か
。

ま
た
は
給
与
の
差
額
に
よ
る
も

の
か
。

答　

２
級
職
の
職
員
が
異
動
し
、

４
級
職
の
職
員
が
新
た
に
加
わ

る
こ
と
に
よ
り
人
件
費
の
調
整

が
必
要
と
な
っ
た
。

●
議
案
第
４
号

問　

ガ
ス
保
安
業
務
に
お
い
て
、

常
時
業
務
に
関
わ
る
人
員
は
何

人
確
保
す
る
の
か
。

答　

常
時
４
人
を
確
保
し
、
資

格
を
持
つ
責
任
者
と
作
業
員
が

一
日
当
た
り
２
人
一
組
で
業
務

に
あ
た
り
、
こ
の
際
に
使
用
す

る
車
両
及
び
工
具
等
も
確
保
す

　

去
る
12
月
14
日
に
総
務
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ

た
議
案
４
件
、
陳
情
４
件
に
つ

い
て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
１
号
、
議
案
第
８
号
、

議
案
第
９
号
及
び
議
案
第
11
号

は
全
て
原
案
可
決
、
陳
情
第
３

号
、
陳
情
第
５
号
、
陳
情
第
７

号
及
び
陳
情
第
８
号
は
全
て
不

採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
１
号

問　

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
医

療
扶
助
費
を
追
加
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

増
加
の
状
況
は
。

答　

平
成
26
年
７
月
現
在
で
３

４
８
世
帯
だ
っ
た
も
の
が
、
平

成
27
年
７
月
現
在
で
は
３
６
３

世
帯
と
な
り
、
１
年
間
で
15
世

帯
増
加
し
て
お
り
、
ひ
と
り
親

家
庭
が
近
年
増
え
る
傾
向
に
あ

る
。
こ
れ
に
伴
い
本
人
や
子
ど

も
の
医
療
費
も
増
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
全
体
的
に
医
療
扶
助

費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問　

水
田
農
業
補
助
金
で
は
、

主
食
用
米
か
ら
転
作
し
た
加
工

米
と
飼
料
米
の
生
産
は
ど
れ
く

　

去
る
12
月
15
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
、
陳
情

１
件
に
つ
い
て
、慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
２
号
及
び
議
案
第
５
号
は
い
ず
れ

も
原
案
可
決
、
陳
情
第
４
号
に
つ
い
て
は
不

採
択
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

要
性
は
な
い
と
思
う
」
等
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

る
。
こ
の
体
制
で
、
３
６
５
日

ガ
ス
保
安
業
務
を
実
施
す
る
。

問　

ガ
ス
保
安
業
務
の
内
容
は
。

答　

通
報
時
の
対
応
だ
け
で
は

な
く
、
供
給
設
備
の
巡
視
及
び

ガ
ス
供
給
管
の
採
水
巡
視
を
毎

日
行
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
６
号

問　

農
業
委
員
会
の
会
議
と
い

う
の
は
、
年
間
で
何
回
開
催
し

て
い
る
の
か
。

答　

毎
月
１
回
、
農
業
委
員
会

の
総
会
を
開
催
し
て
い
る
。

●
議
案
第
７
号

問　

今
後
も
ガ
ス
料
金
の
値
上

が
り
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答　

現
在
の
１
世
帯
当
た
り
の

ガ
ス
使
用
量
が
減
る
中
で
、
老

朽
施
設
の
更
新
工
事
も
進
め
て

い
く
と
ガ
ス
事
業
の
収
益
性
は

悪
化
し
て
い
く
。
市
民
に
と
っ

て
最
適
な
ガ
ス
事
業
の
あ
り
方

を
含
め
、
ガ
ス
料
金
の
改
定
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

今
回
の
ガ
ス
料
金
改
定
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
租

税
特
別
措
置
法
の
課
税
の
特
例

に
よ
る
も
の
か
。

答　

特
別
措
置
法
の
特
例
の
税

率
の
転
嫁
に
よ
り
、
卸
ガ
ス
単

価
が
１
立
米
当
た
り
０
・
１
８

す
る
の
か
。

答　

空
調
設
備
保
守
点
検
業
務
及
び
一
般
廃

棄
物
運
搬
業
務
の
い
ず
れ
も
、
入
札
に
よ
り

業
者
を
選
定
し
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
業

務
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

●
陳
情
第
４
号

　

審
査
結
果　

不
採
択

　

主
な
意
見

　
「
こ
の
陳
情
が
本
市
の
実
情
を
理
解
し
て

い
る
の
か
疑
問
が
あ
る
」
と
の
意
見
や
「
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
で
き
ち
ん
と

行
わ
れ
て
お
り
、
市
の
条
例
を
改
正
す
る
必

ら
い
増
え
た
の
か
。

答　

加
工
米
は
当
初
見
込
み
の

約
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
約
52
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
作
付
が
拡
大
し
、

ま
た
飼
料
米
は
当
初
見
込
み
の

約
28
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
約
40
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
作
付
が
拡
大
し
て

い
る
。

●
議
案
第
９
号

問　

駅
前
広
場
を
公
共
施
設
に

位
置
付
け
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
広
場
で
の
受
動
喫
煙
の
対

策
は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、

広
場
で
の
政
治
活
動
や
市
民
活

動
は
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
か
。

答　

公
共
施
設
の
管
理
者
と
し

て
、
受
動
喫
煙
に
対
し
、
現
在

防
止
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
政
治
活
動
、
市
民
活
動

を
禁
止
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

広
場
を
利
用
す
る
の
方
へ
迷
惑

を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
行
為
は
規

制
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。

●
議
案
第
11
号

問　

行
政
不
服
審
査
で
諮
問
答

申
を
お
こ
な
う
第
三
者
機
関
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

答　

例
え
ば
、
情
報
公
開
制
度

に
関
す
る
行
政
不
服
審
査
に
お

い
て
、
諮
問
答
申
を
行
う
情
報

公
開
審
査
会
等
と
同
様
の
第
三

者
機
関
が
設
置
さ
れ
る
。
委
員

の
選
任
や
構
成
等
に
つ
い
て
は
、

山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
が
所

管
と
な
る
。

●
陳
情
第
３
号

　

審
査
結
果　

不
採
択

　

主
な
意
見

　
「
本
市
に
お
い
て
は
、
特
段

の
不
正
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

ま
た
今
現
在
、
市
民
が
個
別
に

相
談
す
る
よ
う
な
事
案
も
非
常

に
多
く
な
っ
て
お
り
、
個
室
に

お
い
て
の
相
談
の
必
要
性
と
い

う
も
の
も
あ
る
」
等
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
５
号

　

審
査
結
果　

不
採
択

　

主
な
意
見

　
「
安
保
法
制
に
対
し
審
議
を

尽
く
し
て
採
決
さ
れ
て
い
る
の

●
陳
情
第
７
号

　

審
査
結
果　

不
採
択

　

主
な
意
見

　
「
本
市
と
し
て
は
陳
情
内
容

の
よ
う
に
指
摘
を
受
け
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
ま
た
、

今
の
採
用
条
件
で
特
に
制
限
が

厳
し
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

互
助
会
の
負
担
も
福
利
厚
生
と

い
う
面
で
は
、
民
間
企
業
や
他

の
自
治
体
も
含
め
て
行
っ
て
い

る
と
思
う
」
等
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

●
陳
情
第
８
号

　

審
査
結
果　

不
採
択

　

主
な
意
見

　
「
す
で
に
国
税
庁
で
９
月
に

国
外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控

除
等
の
適
用
に
つ
い
て
、
手
続

き
を
制
度
化
し
て
厳
格
化
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
の

陳
情
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
」
等
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

か
ら
、
そ
れ

よ
り
も
０
・

０
１
円
少
な

い
１
立
米
当

た
り
０
・
１

７
円
値
上
げ

の
料
金
改
定

を
行
う
こ
と

と
し
た
。

「議会だより」について皆様の
ご意見、ご感想をお寄せください。

議会事務局　☎（70）0390　FAX（72）9168
E-mail : gikai@city.oamishirasato.lg.jp

　手続きは簡単です。
　本会議の開会当日、傍聴券に住所・氏名を書いていただくだけです。

【本会議の傍聴席は30席です】
　また、委員会の傍聴の申込みは、当日開会時刻の30分前から10分前ま
でとなります。どちらも、本庁舎３階議会事務局にて受け付けております。
　次の定例会は、２月26日（金）に開会する予定です。

議会を傍聴しませんか
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須

俊

隆

で
、
審
議
の
や
り
直
し

を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
が
で
き
る
の
か
疑
問

が
あ
る
」
と
の
意
見

や
「
最
終
的
な
判
断
は

国
だ
と
思
う
が
、
市
民
、

国
民
の
思
い
を
議
会
と

し
て
国
に
届
け
る
の
も

議
会
の
仕
事
だ
と
思
っ

て
い
る
」
等
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
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光
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委
　
　
員

　
堀
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孝

雄

委
　
　
員

　
倉

　
持

　
安

　
幸

円
上
が
り
、
仕
入

れ
単
価
の
コ
ス
ト

増
加
が
経
営
上
、

悪
影
響
を
及
ぼ
す

と
判
断
し
た
こ
と


